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在宅医療・介護多職種連携協議会

研修部会

資料２

～報告～

平成２９年１０月３１日
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目目目目 的的的的

在宅医療に係る多職種連携の推進のための研修体制について

検討する。

○顔の見える関係会議や在宅医療研修の内容について検討

○その他の研修（各団体主催研修会の連携・調整など）

について検討

＜顔の見える関係会議＞
第1回（通算21回目） 平成29年7月20日

アドバンス『がんになっても安心して住み続けることのできるまちづくり』
第2回（通算22回目） 平成29年11月28日（中央）29日（北部）12月1日（南部）

エリア別『災害時にお互いの役割を理解し行動するために』
第3回（通算23回目） 平成30年2月8日

『（仮）認知症について』
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第１回第１回第１回第１回(通算２１回目通算２１回目通算２１回目通算２１回目)顔の見える関係会議報告顔の見える関係会議報告顔の見える関係会議報告顔の見える関係会議報告
◎第１回（通算２１回目） 顔の見える関係会議アドバンス研修
開催日時：平成２９年７月２０日（木） 午後７時～９時
内 容：①グループワーク『がんになっても安心して住み続けることのできるまちづくり』

②ミニレクチャー『がん患者さんとご家族を支える情報と地域づくり』
参 加 者：：：：総数総数総数総数１６９１６９１６９１６９名名名名

医師２０名（診療所１８名，病院２名），歯科医師９名，歯科衛生士１名
薬剤師１１名，看護師１２名（訪問看護１０名，病院診療所２名）
医療ソーシャルワーカー１名，管理栄養士５名，介護支援専門員１６名，
地域包括支援センター職員１０名，リハビリ職９名
介護サービス事業者３１名（介護老人保健施設２名，介護老人福祉施設４名，
サービス付高齢者住宅９名，ケアハウス２名，グループホーム２名，小規模多機能型居宅介護１名，
定期巡回・随時対応型訪問介護看護１名，ショートステイ１名，通所介護３名，訪問介護６名）

市民６名，県内自治体職員１４名，東京大学１名，企業等１名，他６名，柏市職員１６名

新たな参加者の割合 26.626.626.626.6％％％％！

グループワーク一例

会議の様子

アンケートの結果，それぞれの内容について，アンケートの結果，それぞれの内容について，アンケートの結果，それぞれの内容について，アンケートの結果，それぞれの内容について，
約９８％約９８％約９８％約９８％の方が「役立った」「まあ役立った」と回答したの方が「役立った」「まあ役立った」と回答したの方が「役立った」「まあ役立った」と回答したの方が「役立った」「まあ役立った」と回答した
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会議内容等会議内容等会議内容等会議内容等にににに関関関関するするするする感想感想感想感想・・・・意見等意見等意見等意見等（（（（抜粋抜粋抜粋抜粋））））

診療所医師
改めて，患者・家族の視点・立場を意識した。がん療養について，
柏の良さを再確認できた。

薬剤師
がんになった時の全体像がわかり，相談された際の自分達が出来
ることがわかり良かった。市民に在宅医療の情報や仕組みが知ら
れていないことを知ることができた。

病院看護師
『柏市でがんになることは不幸ではない！』という言葉に共感で
きた。柏市のネットワークを活用し，自分もその一員として，横
のつながりを大事に業務に励みたい。

訪問看護師
地域の一員として伝える，連携する力をつけていきたい。患者様
の声が聞けて良かった。

介護サービス
事業者

がんになる前から情報収集することにより，がんになっても混乱
が少なく，大事であるとわかった。さまざまな職種の視点からの
意見が新鮮で，考え方が広がった。

リハビリ職
患者さんの立場で考えることで，どんなことを不安に感じている
のか考える機会になった。

市民
がんになっても生活がベースであり，既存の仕組みやサービス，
情報に結びつけていく入口が重要。柏モデルを知らない多くの市
民をどう入口に導いていくかにスポットを当てた試みが大切

がんになってもがんになってもがんになってもがんになっても安心安心安心安心してしてしてして住住住住みみみみ続続続続けるためにけるためにけるためにけるために，，，，必要必要必要必要なななな情報情報情報情報やややや支援支援支援支援がががが理解理解理解理解できできできでき，，，，
多職種多職種多職種多職種がががが連携連携連携連携してしてしてして患者患者患者患者・・・・家族家族家族家族をををを情報等情報等情報等情報等につなげていくにつなげていくにつなげていくにつなげていく重要重要重要重要さをさをさをさを理解理解理解理解できたできたできたできた。。。。
⇒⇒⇒⇒10月月月月29日日日日『『『『がんがんがんがん医療医療医療医療フォーラム２０１７フォーラム２０１７フォーラム２０１７フォーラム２０１７』』』』第第第第2部部部部にににに反映反映反映反映
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第９回在宅医療推進のための多職種連携研修会
-開催報告-

１日目）平成２ڵফڵ月１ڬ日ી日
・柏市における୧医のॉੌा
・多職種連携協働：IPW（講義）
・୧েણを支える多職種プレ८ンテーション
・ੳੴඪのষ心৶ඉの੦本的৶ੰ（講義・ＧＷ）
・ၭ୫・ᚢৣ૩の੦ຊ的ੴとৌૢ（講義）
・柏市における୧での口腔ケア(講義)
・柏市における訪問リハビリテーション(講義)
・୧での褥ケア（講義）
・グループワーク

（口腔ケア・訪問リハビリテーション・褥瘡ケア）
・ਔৄઐఌ会

２日目）平成２ڵফ１ڬ月１日ી日
・退院時共同指導 ご家族の体験談（講義他）
・がんの疼痛緩和（講義・GW）
・高齢者の包括的な介護予防・フレイル予防

（講義）
・本人・家族の選択と心構えをどう支えるか

（講義・GW）
・ಹ৫業医がॉੌि訪問൧の実

（講義）
・୧医をਤघるでのୖとजのৌੁ

（GW）
・修വછ౸ଖ

（実地研修） ・医師のाब３時間程২/回。原則として，研修１日目と２日目の期間で１回実施

＊ＧＷ：ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ

日程：平成29ফ9月10日(日），10月1日(日） ৃਚ：柏地ୠ医連携७ンॱー
修വ者数 ５１名 傍聴者数 1日目：３２名，2日目：２３名
主催：柏市医師会、柏市
共催：柏ຓఐ医師会、柏市ఇද師会， 柏市訪問看護ステーション連絡会，柏市介護支援専門員協議会，

柏市୧リハビリテーション連絡会，ূ⌨ਨ୧౭ു会， 柏市介護サービス事業者協議会
修വ者（職種શ）：医師３名，ຓఐ医師５名，ఇද師ڲ名，看護師１ڬ名，MSW３名，リハビリ職４名，

ଵ৶౭ു１名，介護支援専門員ڲ名，地ୠ包括支援७ンॱー職員ڳ名，介護サービス事業者ڲ名
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内容について内容について内容について内容について

アンケートの結果，それぞれの内容について，アンケートの結果，それぞれの内容について，アンケートの結果，それぞれの内容について，アンケートの結果，それぞれの内容について，
約９６％約９６％約９６％約９６％の方が「役立った」「まあ役立った」と回答の方が「役立った」「まあ役立った」と回答の方が「役立った」「まあ役立った」と回答の方が「役立った」「まあ役立った」と回答

７
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研修会内容等研修会内容等研修会内容等研修会内容等にににに関関関関するするするする感想感想感想感想・・・・意見意見意見意見（（（（抜粋抜粋抜粋抜粋））））

８在宅医療の推進及び多職種連携の促進の機会になっている在宅医療の推進及び多職種連携の促進の機会になっている在宅医療の推進及び多職種連携の促進の機会になっている在宅医療の推進及び多職種連携の促進の機会になっている

医師 多職種との意見交換やＧＷを行う機会は大変有意義だと実感した。お互い顔が見
れることは良い事だと思った。

歯科医師 訪問医療現場の状況を知る機会は自身で行う時以外にほぼ無いため，大変有意
義に聞かせていただいた。

薬剤師 こんなに沢山の方が在宅に関わっていると知り驚いた。色々な支援ができることに
感動し，自分も薬だけでなく色々な知識を身につけ患者様に提案できたらと思った。

訪問看護師 具体的な事例に対して各職種の視点や価値観を普段のケース会議以上に深める
ことができ，新たな気付きを得ることができた。

介護支援専門員 多職種の方とフランクに意見交換ができたことがとても財産になった。医療に対す
る苦手意識を少し減らすことができた。

リハビリ職 最初はGWが多く不安だったが，多職種との意見交換が大切だということを学ばせ
ていただいた。

管理栄養士 もっと多職種との連携，知識の吸収が必要だと感じた。参加できてよかった。

病院看護師 病院の看護師が在宅へどう関わっていくのか考えるいい機会となった。

MSW 職種の異なる方の意見を聴けたことで，改めて自分の足りない点に気付くことが多
かった。今後の業務に役立てていきたい。

包括職員 難しい課題の中で新しい発見を多く見つけることができた。仕事で活かしていきた
い。他職の意見や仕事の中身を知ることが出来，とても勉強になった。

介護職員 他職種からの意見を聞く機会ができてよかった。医師との距離感が縮まり，同じ方
向性を向くことができてよかった。
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平成平成平成平成２９２９２９２９年度年度年度年度 今後今後今後今後のののの活動予定活動予定活動予定活動予定

＜部会＞

・第２回 平成３０年３月１日（木）

（内容）平成２９年度活動内容の評価と次年度にむけて

＜顔の見える関係会議＞

開催日時 テーマ 会場

第22回目

平成29年11月28日（火）

（柏西口・柏東口・柏東口第２
包括）

エリア別

「災害時にお互いの役割を理
解し行動するために」

柏地域医療連
携センター

平成29年11月29日（水）

（柏北部・北柏包括）
ウェルネス柏

平成29年12月 1日（金）

（光ヶ丘・柏南部・柏南部第２・
沼南包括）

沼南庁舎

第23回目 平成30年2月8日（木） （仮）認知症について
柏地域医療

連携センター

９


